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　今回の学校だよりは、後期（成績２学期制）のスタート、学部集会、佐賀市中
学校新人大会、人権集会、よかねぇ佐賀弁です。

文責 校長 杠

学び

ふれあい

伸びゆく芙蓉

朝夕の風が、心地よい涼しさを運んでくれる季節となりました。日中は、まだまだ暑さを感じ

ますが、確実に秋の足音が聴こえてきます。キンモクセイの甘い香りに包まれるのは、もうすぐ

でしょうか。急激な寒暖差に体調を崩されたりしていませんか。

堀口大學さんは「十月の言葉」という散文詩で、「十月は、やさ

しくて、甘い。」と語りかけます。高くなった空を見上げる時、

その思いに共感せずにはいられません。

秋と言えば、「食欲の秋」。リンゴやナシ、柿や栗、秋の澄ん

だ空気の中で、ついつい食が進みます。私は先週、イチジクをい

ただきました。「読書の秋」、「スポーツの秋」、「行楽の秋」。

気候変動で四季がなくなるとの心配する声が聞かれますが、やはり『日本の四季』。四季を感じ

つつ、一つ一つの季節を大切にしたいものです。みなさんも、ぜひ秋を楽しまれてください。

芙蓉校は、学期は３学期制、成績は２学期制を取り入れています。今週の１０月１４日（火）

より、後期の授業が始まりました。学年毎に１年間で行う授業内容や授業数が定められているた

め、学年、学級によっては時間割の変更や、教科の入替えがあります。御家庭でも御確認等、よ

ろしくお願いします。今週の子どもたちを見ていると、その行動に、取組みの仕方に、次の学年

に向けて、次の進路に向けての準備の半年にしよう！と気持ちの切り替えができているのを感じ

ます。子どもたちには、ぜひ「実りの秋」にしてもらいたいと思います。

１０月１４日（火）の朝、小学部では後期の始まりの日の学部集会を行いまし

た。初めは、教務主任の先生より、後期の始まりについての話をしていただきま

した。続いては、１０月の生活目標についてのお話でした。服装の正しい着こな

しについて、クイズ形式で分かりやすくお話していただきました。「パーカーの

フードを被っていると、音が聞こえなくなり危険だから、学校でも、登下校中も

しない」等、子どもたちは、安全に過ごすために大切なことだということを自分

事として考えることができました。御家庭でも、「靴を踏んではいけないのは、

なぜ？」と聞かれてみてください。

ある日の芙蓉の秋の空



　次号は、ランチルーム再開、１１月の行事予定を掲載する予定です。

中学部では、１０月１６日（木）に後期始めの人権集会を行いました。会の開催に

あたり、まず９年生が早く登校した生徒から会場の準備を行ってくれました。次に、

８年生の無言入場、無言整列。瞬時に相手意識をもち、緊張した空気を流してくれま

した。最後に９年生、８年生が待つ中での７年生の入場に、雰囲気をよむ力を感じま

した。

人権集会では、後期の初めにあたり、校長からの話をしました。人権学習に取り組

む意味と加藤浩美さん著の「たったひとつのたからもの」を取り上げ、だれもが

「たったひとつのたからもの」であることについて話をしました。中学部生全員が体

ごと、心ごと、話を聴いてくれたことに、私自身、感謝の思いでいっぱいになりまし

た。芙蓉に集う全員の「人権の水」が潤沢であるように心から願います。そして、今

後とも人権教育のより一層の充実を図っていきたいと思います。御理解と御協力、ど

うぞよろしくお願いいたします。

１０月１１日（土）に佐賀市中学校新人大会が行われました。今年は第７０回の節

目の年にあたります。そして、第７０回を一つの節目とし、最後の佐賀市の新人大会

となりました。しかし、選手たちは、９月２９日（月）に行われた新人戦激励会での

応援を力に、目標達成に向けて精一杯それぞれの競技に臨んでいました。新チームに

なり、初めての大きな大会で緊張感に包まれた中、最後まで粘りを見せる姿は素晴ら

しかったです。

ソフトテニス、軟式野球ともに、この新人大会に向けて練習を重ね、チーム一丸と

なって試合に臨む姿がありました。もう一歩でというところで惜敗しましたが、最後

まで粘り強いのプレーを見せてくれました。

保護者のみなさん、新人大会では、たくさんの応援ありがとうございました。選手

たちの大きな力となりました。選手たちは、新人戦で明らかになった自分の課題、

チームの課題に向き合い、また大きく成長してくれることと思います。苦しい時こそ、

どうか御家庭での支えをよろしくお願いします。

今号は「か」で始まる言葉です。待ってました。「か（が）」で始まる佐賀弁は？佐賀弁の代名詞！

① がばい、がっぱい ② かくっ ③ かたる、かたっ

①たいへん、とても、とっても②はしる③さんかする


